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受容及び無条件の肯定的配慮の意味についての考察

―カール・ロジャーズのとらえ方の変化をもとにして―

山　田　俊　介

Ⅰ．問題と目的
　山田（2016）では、カウンセリングにおい
てたいへん重視されている在り方、態度であ
る共感的理解について、カール・ロジャーズ
（Rogers, C.R.）の著作をもとにして、その意味、
性質を整理し、明確化を行った。カウンセリン
グにおいては、共感的理解と同様に、クライエ
ントを受容することも重視されている。ただ
し、受容という用語は、かなり多様な意味で用
いられており、カウンセリングの学習者にとっ
ては、理解しにくいと感じられたり、誤って理
解されていたりする場合も少なくない。受容及
びそこから発展した概念である無条件の肯定的
配慮（unconditional positive regard）とは、どのよ
うな在り方、態度であるかということを正確に
理解することは、カウンセラーとしての在り
方、態度を身につけていく上で、とても重要で
あると考えられる。
　そこで、本研究では、受容及び無条件の肯定
的配慮をたいへん重視している代表的な心理療
法家であるロジャーズの著作を分析することに
より、受容及び無条件の肯定的配慮の意味、性
質を整理し明確化することを目的としている。
ロジャーズは受容及び無条件の肯定的配慮をど
のようにとらえ、また、そのとらえ方はどのよ
うに変化していったのであろうか。これについ
て、年代を追って著作を分析、整理すること

で、それらの意味、性質の明確化につながると
考えられる。なお、本研究では、clientをクラ
イエントと表記しているが、日本語訳の文献に
よってはクライアントと訳しているものもあ
り、引用の箇所では、引用文献の表記のまま記
述している。また、unconditional positive regard
は、無条件の肯定的関心、無条件の積極的関
心、無条件の積極的配慮と訳される場合もあ
る。

Ⅱ．受容的態度と“単純な受容”
　ロジャーズは心理療法に関する初期の論文
（Rogers, 1940）において、「クライエントが批判
されることなく受容されるようなラポートのあ
る状況では、人間は防衛することなしに自己自
身を自由にみることができるようになり、次第
にリアルな自己を認め、かつ認容するようにな
るのである」と述べ、受容の必要性について触
れている。
　ロジャーズは1942年に、カウンセリングにつ
いての新しい考え方を述べた最初の著書『カウ
ンセリングと心理療法』（Rogers, 1942）を出版
する。この本の中で、心理療法関係の基本的特
質として、４つの特質を上げている。その１つ
目は、「ラポールを生み出し、それを次第に深
い情緒的関係へと発展させていくような、カウ
ンセラーの側における温かさと応答的態度」で
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ある。そして、「それは、クライアントに向け
られる純粋な関心と、クライアントを一人の人
間として受容することによって表現されるもの
である」としている。２つ目の特質は、感情の
自由な表現を促進することである。これについ
て、「このことはある程度まで、カウンセラー
の親しみをこめた、相手に関心を寄せる受容的
な態度によってもたらされる」、「カウンセラー
がクライアントの話を受容すること、そして、
あらゆる道徳的あるいは審判的な態度をとるこ
となく、カウンセリング面接のなかで一貫して
理解ある態度を示すことによって、クライアン
トはいっさいの感情や態度を表現してもよいと
いうことを認識するようになる」と述べている。
このように、心理療法関係の基本的特質にとっ
て受容が重要な意味を持っていることを指摘し
ている。
　また、この本の中で、「カウンセラーは否定
的な感情を受容し理解したのと同じように、肯
定的な感情の表現を受容し理解する。こうした
肯定的な感情は、賛同や賞賛によってカウンセ
ラーに受け入れられるのではない。道徳的な価
値判断は、この種の心理療法の中には入ってこ
ない。肯定的な感情は、否定的な感情とまった
く同じように、その人の人格の一部としてその
まま受容される。成熟した衝動と未熟な衝動、
攻撃的態度と社会的な態度、罪悪感と肯定的表
現、これら両者を受容することこそが、その人
に、ありのままの自分を理解する、生まれて初
めての機会を与えるのである。その人は、自分
の否定的感情について防衛的になる必要がな
い。また、自分の肯定的感情を過大評価する機
会を与えられるわけでもない。しかもこうした
場面では、自己洞察と自己理解が自発的に湧き
出してくるのである」と述べている。肯定的な
感情と否定的な感情とを全く同じように受容す
ることで、クライエントはありのままの自分を
理解するとしている。
　1944年にロジャーズは、カウンセリングにお
ける洞察の発展に関する論文（Rogers, 1944）を
発表する。その中で、「すべての自分の態度が
純粋に理解され受容され、そして自分自身を防

衛したい欲望をひきおこすものが何もないよう
な雰囲気のなかで、クライエントが自分の問
題を語りつくしていく時、洞察が展開するの
である」と述べている。その上で、「受容的な
態度をもっていることは、重要ではあるけれ
ども、それだけでは十分ではない。用いられ
る技術もまた防衛的な態度をひきおこさない
ようなものでなければならない」と指摘してい
る。そして、用いられる技術について、「受容
的な考え方と実際に一致する技術は、ただ二
つしか存在しない。この二つは、単純な受容
（simple acceptance）－ “はい”、“ウムウム”、“わ
かります” －および感情の認知と明確化だけで
ある。第一のものは説明を要しないが、それは
疑いもなく、クライエントが洞察を発見できる
ような許容的雰囲気をつくりだすのに重要な役
割を果たしている」と述べている。このように
ロジャーズは、受容的態度だけでなく、用いら
れる技術も重要であることを指摘し、役に立つ
技術として、感情の認知と明確化とともに、単
純な受容を上げている。受容的態度と技術につ
いては、1945年の論文（Rogers, Dicks ＆ Wortis, 
1945）でも、次のように論じている。「カウン
セラーの目標は次のように述べられる。問題に
関連するそのすべての態度、たとえ以前には抑
圧されていたような態度でも、クライエントが
自由な気持で表現できるような、暖かく許容す
る雰囲気をつくりだすこと。クライエントの情
動化された態度がいかにショッキングであって
も、弱くても、矛盾していても、あるいは望ま
しくないものであっても、クライエントとその
感情に対して純粋に受容的な立場を保持するこ
と。おもに簡単な受容または態度の敏感な反映
という技術を用いること。いっさいの探究、質
問、批評、賞賛、および解釈を避けること、な
どである」。
　そして、1946年の著書（Rogers & Wallen, 1946）
では、ロジャーズは「カウンセラーが、どのよ
うな特殊なテクニックを習得しようとも、カウ
ンセリングの成功は、大部分、彼が確立するこ
とのできる雰囲気によって決定されるのであ
る。そうして、この雰囲気は、カウンセラーの
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態度から、直接に次々と生まれてくるものであ
る」と述べている。続いて、「カウンセラーが
クライエントの統合性を尊敬する態度は、カウ
ンセリングの風土に寄与するところが多い」と
して、統合性を尊敬する態度の内容として、次
の５つを上げている。「１．クライエントの人
格的な自律に対する尊敬」、「２．適応へと向か
う人間の能力への信頼」、「３．全体としての人
間への尊敬」、「４．クライエントの相違につい
ての認容と受容」、「５．クライエントが自分と
いうものを理解し受容するのを、援助しようと
する欲望」。そして、「これまでに描写されてき
たカウンセラーの態度から生みだされるもの
は、ほんとうに許容的な関係なのである。態度
や感情についてのどのような表明も許容され、
しかも何ひとつ強要されない風土がつくりださ
れる」としている。このように、統合性を尊敬
する態度とそこから生み出される雰囲気、風土
の重要性を指摘している。
　続いてロジャーズは、カウンセラーの応答
のし方についても取り上げ、援助的な機能を
果たす応答には２つの主要なタイプがあるとし
て、単純な受容と感情の反射を上げている。単
純な受容については、次のように詳しく論じて
いる。「単純な受容－カウンセラーは、クライ
エントが述べていることの単純な受容を表明す
るのに、たんに、“はい”、“わかりました”、“よ
くわかります”、“ウムウム”、あるいは、何か
この種の応答で応じるのである。これは、ばか
らしいほど単純に見えるが、しかしクライエン
トがきわめて深く自分というものを掘り下げ
て、重大な意味をもつ素材を苦しんでもちだし
ているときには、この応答がきわめて多く用い
られていることが示されているのである。明白
なことであるが、単純の受容の機能は、カウン
セラーが、クライエントのいっていることをよ
く聞いており、クライエントの感情を理解し、
しかもそれを受容していること、を示すことな
のである。クライエントは、自分の中では、罪
悪感や恥辱感を引き起こしたり、あるいは、ば
からしく、愚かに感じられたりする素材が、カ
ウンセラーによって容易に受容されるのを見る

ときに、自分というものを自由に表明すること
ができるのである。クライエントはたぶん、情
動的な緊張を感じているのであろうが、単純な
受容は、それだけで、その緊張を効果的に和ら
げることができる。それは、クライエントが、
自分の苦しみ、恐れ、欲求をすっかり語るよう
に促し、かくしてこれまでクライエントがその
問題に直面するようになるのを妨げていた情動
的な目隠し皮を取り去るのに役だつのである」。
このように、ロジャーズは、単純の受容の機能
を高く評価している。
　ロジャーズは1946年の論文（Rogers, 1946）で
は、カウンセリング過程の中心原理を、「クラ
イエントは自己自身および自己の矛盾した態度
のことごとくが受容されたと気づくと、彼は心
理的防衛を捨てることができ、情動的な緊張
から解放されていることに気づくことができ
る。そして、これまで習慣的に拒否し抑圧して
きた自己自身の側面を調べることにより、新し
い、しかも前とはまったく違った自己概念を発
展させ、それにより、よりいっそう現実的な基
盤にたって世の中にたちむかっていくことがで
きる。彼は真の自己となって新たに出発する」
と述べている。また、1947年の論文（Rogers, 
1947）においても、「自己は、攻撃またはそれ
らしい脅威を受けないときは、これまで拒否し
ていた知覚を考慮に入れ、新しい分化をとげ、
自己を統合しなおして、それらをも含めるよう
になることができる」と述べている。このよう
に、クライエントは受容が経験されることに
よって、自己知覚の再体制化が進んでいくとし
ている。
　ロジャーズは1948年の論文（Rogers, 1948）に
おいて、指示的アプローチと非指示的、クライ
エント中心のアプローチを比較している。その
中で、「人間が成長をとげるための最上の雰囲
気」は、「人間がそのあるがままに深く受容さ
れ、彼自身のリアルなままの私的世界が、評価
されることなく、他人によってありのままに理
解され、ありのままに受容され、しかもこの理
解や受容がその人間に伝えられるとき、この最
上の雰囲気が存在している、というように思わ
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れる」としている。そして、非指示的、クライ
エント中心のアプローチの基本的仮説につい
て、「その個人に対する完全な尊重の雰囲気が
確立され、彼のすべての態度が理解され受容さ
れるような場面がつくられるならば、その人間
の能性－自己自身および自己の行動をもっと明
りょうに見るとか、自己自身の内部におけるそ
の真実の態度や、彼が他人のなかに知覚する態
度に照らし合わせて、責任のある、社会化され
た行動方向を選択する能性－がいちじるしく解
放される、ということである」と述べている。
　さらに、1950年の論文（Rogers, 1950）では、
クライエントの能性が効果的に働きだすことを
許すような心理的雰囲気を創り出すための条件
として、５つの条件を上げている。その１つ目
の条件について、「セラピィ的な現象は、セラ
ピストがあるがままのクライエントと、彼の現
在の状態のなかに内在している可能性とを受容
し尊敬するという態度を、きわめて純粋にかつ
深く感じているときに、最も起こりやすいよう
に思われる。このことは、クライエントの現在
の態度を尊重するということであり、また、現
在の瞬間の態度を、それが絶望の方向へと変
わっていくものであろうと、あるいは建設的な
勇気へと向かうものであろうと、または混乱し
た両向性へと向かうものであろうとも、いつで
もそのままに受容する、ということなのであ
る。このような受容はおそらく、個人の自己指
示と自己決定の権利に関する深い確信を、自己
自身のフィロソフィーのなかに統合しているセ
ラピストにして、はじめて可能なことであろ
う」と述べている。そして、“尊重する” という
ことの意味についてさらに詳しく次のように論
じている。「他の立場においても、クライエン
トまたは患者を尊重するといわれている。しか
しそれは通常、彼があらわしているものではな

4

い
4

人間を尊重しているのである。それはなにか
下にかくされているものを尊重することであ
り、その瞬間において自分自身に見えているま
まの人間を尊重することではないのである。し
かし、クライエント中心療法においては、われ
われが最も実り多いものであるとわかっている

カウンセラーの態度は、その瞬間において自分
に見えているままの人間を完全に受容すること
である」。また、４つ目の条件を、「カウンセ
ラーが、これらの基本的な態度を具体化するよ
うな技術のみを用いるということである」とし
ている。
　以上のように、ロジャーズは心理療法の新し
いアプローチを創出する初期から、受容をたい
へん重視している。カウンセラーの受容的態度
及び共感的理解によって、クライエントは防衛
の必要がなくなり、自分の感情や態度を自由に
表現し、自由に自己の探求を行い、自己理解を
深め、自己知覚の再体制化を行っていくとされ
ている。このことは、カウンセラーの受容的態
度及び共感的理解が生み出す脅威のない安全な
雰囲気がクライエントの成長力の発揮を促すと
もいえる。そして、このような受容的態度は、
個人の自己指示と自己決定の権利に関する深い
確信がカウンセラーの中に存在することによっ
て可能になるとしている。また、このようなカ
ウンセラーの態度とともに、カウンセラーの技
術・応答のし方も重視しており、主要な技術と
して、単純な受容及び感情の認知と明確化・感
情の反射を上げている。

Ⅲ．内面の在り方としての受容的態度
　ロジャーズは1951年に著書『クライアント中
心療法』（Rogers, 1951a）を出版する。この本の
中で、受容の意義について次のように述べて
いる。「クライアントは、自分自身を価値のな
い、受け入れられない、愛されるべきではない
人間として体験してきたが、心理臨床家とのか
ぎられた関係の中で自分が受け入れられ、尊重
され、愛される人間であるということを理解す
るようになる」、「クライアントは、心理臨床家
が自分に対して示す受容的な態度を体験する
につれて、自分自身に対してもこれと同じ態度
をとり、それを体験できるようになる。このよ
うに、クライアントが自分自身を受容し、尊重
し、好意を持ち、愛するようになるにつれ、こ
うした態度を他人に対しても体験できるように
なるのである」。このように、クライエントは



－97－

受容及び無条件の肯定的配慮の意味についての考察

カウンセラーに受容されることによって、自分
自身を受容できるようになると指摘している。
　また、ロジャーズはクライエントを受容する
あるいは尊重する態度とは異なる態度について
次のように述べている。「受動性や関心が欠如
したように見える、あるいは巻き込まれたくな
いように見える態度は、クライアントからして
みれば拒絶されているように感じられる。無関
心とは本来の意味での受容とは異なるからであ
る」、「カウンセラーが自分自身と自分がなにを
すべきかに関心がある場合、クライアントに対
して感じる尊重への集中がどうしてもおろそか
になる」、「カウンセラーが評価的な言葉を使っ
て思考しているときには、たとえその評価が客
観的に正しかろうが間違っていようが、多少な
りとも断定的な心の枠組みを想定しており、ク
ライアントを人としてというよりも対象物とし
て眺めており、その程度に応じて人としての
クライアントへの尊重を欠くことになる」。さ
らに、カウンセラーがクライエントの選択にど
こまでまかせることができ、どこまでそれを受
け入れられるだろうかということを “カウンセ
ラーの根本的な葛藤” として論じている。そし
て、「心理臨床家はその結果がどうであれ、自
ら進んで完全にクライアントに、まかせきって
いるだろうか？クライアントが自分の人生を整
理し、コントロールすることを純粋に奨励し
ているだろうか？クライアントの選んだ目標
が、社会的でも反社会的でも、あるいは道徳的
でも非道徳的でも、喜んで受け入れているだろ
うか？もしそうでないのなら、クライアントに
とって心理療法が意味ある体験になるかどうか
は疑わしい」、「いかなる

4 4 4 4

結果が選択されようと
も、いかなる

4 4 4 4

方向が選択されようと、心理臨床
家が喜んでそれを受け入れるとき－心理臨床家
はそのとき初めて、建設的な行動をめざす個人
の能力と可能性の活力に満ちた力がなんである
かを理解するであろう」と述べ、クライエント
の選択を尊重することの困難さと重要性を指摘
している。
　この本では、「どうすれば心理臨床家は他人
を尊重し、受け入れることができるだろう？」

という問いに、「体験からすると、こうした哲
学をもつ可能性が高いのは、まず自分自身の基
本的な価値と意義を尊重できる人である。まず
自分自身を受け入れられなければ、十中八九他
人を受け入れることはできない」と述べている。
　ロジャーズは1951年の論文（Rogers, 1951b）
で、心理療法におけるクライエントの自己知覚
の再体制化の過程を次のように詳しく説明して
いる。「安全な、保護されている、受容されて
いるという雰囲気のなかで、自己体制の固い境
界が弛緩してくる。そこには、脅威の下にある
一切の体制の特色である固い、頑固なゲシタル
トはもうなくなり、もっとゆるやかな、もっと
不確かな構図があるのである。彼は、自分の現
象の場をもっともっと十分に探求しはじめる。
彼は誤った一般化を発見するが、彼の自己構造
は、今や十分に弛やかになっているので、その
基盤になっていた複雑な、矛盾した諸経験に考
察を加えることができる。彼は、今まで意識し
たことのない経験、彼が自分についてもってい
た概念と深く矛盾するような経験を知覚するよ
うになるが、このことはほんとうに彼にとって
は脅威なのである。彼は一時、以前の居心地の
よいゲシタルトに引きさがるけれども、やがて
ゆっくりとしかも用心深く動きはじめて、この
矛盾する経験を、新しい、訂正されたパターン
のなかに同化するようになる」。そして、再体
制化を可能にするものについても触れ、「この
苦痛にみちた自己知覚の崩壊と再体制化は、セ
ラピィの関係における二つの要素によって可能
となる。その第一は、すでに述べられたことで
あるが、その新しい、暫定的な、矛盾にみち
た、あるいは以前には否定されていた自己知覚
が、がんこな構造をもつ局面とまったく同じよ
うに、セラピストに大事にされるということで
ある。このようにして後者から前者への移行は
あまりにも悲惨な自尊心の喪失をともなうこと
なしに、あるいは古いものから新しいものへの
あまりにもおそろしい飛躍の必要もなしに可能
となるのである。この関係における第二の要素
は、新しく発見された経験の局面に対するセラ
ピストの態度である。クライエントにとってそ
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れらは脅威的なもの、わるいもの、不可能なも
の、破壊的なものに思われている。しかし彼
は、それらのものに対するセラピストの静かな
受容の態度を経験する。彼は、ある程度この態
度を投射的に取り入れることができ、自分の経
験を、自分自身の一部として所有し、同一化
し、象徴化し、そして受容することのできるも
のと見ることができるようになる」と述べてい
る。このように、セラピストからの受容によっ
て、クライエントの自己知覚の再体制化が可能
になるとしている。
　ロジャーズは1953年の論文（Rogers, 1953）に
おいて、心理療法の過程が軌道にのるための態
度的な条件について、次のように述べている。
「もしセラピストが、このクライエントのある
がままを深く尊敬し、十分に受容しているとい
う態度を彼自身の内部にもっており、またクラ
イエントの自己自身および自己の当面する場面
を処理する能力に対しても同じような態度を
もっているならば、またこのような態度が十分
なあたたかさにみたされて、その人間の核心に
対するもっとも深い好意とか愛情にまで高めら
れるならば、そしてまた、セラピストがクライ
エントのいま経験している感情を理解し、その
理解の完全な深さにおいて彼を受容していると
いうことをクライエントが知覚しはじめること
ができるほど、コミュニケーションの水準が高
まっているならば、この過程がすでにはじまっ
ていることを確信することができるであろう」。
このように、クライエントに対する尊敬や受
容を深い好意や愛情と結び付けて述べており、
「私たちがセラピストとして、クライエントに
対する私たちのポジティヴな（またはネガティ
ヴな）感情をあまり恐れなくなった」としてい
る。この点について、さらに、「セラピィが進
行するにつれて、クライエントの自己自身にな
ろうとする勇敢にして底深いもがきを見るとき
に、その人に対するセラピストの尊敬と受容の
感情は、なにか畏敬の念に近いものに変わって
いくのである。その時セラピストの内面には、
人間の底深くひそんでいる共通感情－同胞とし
ての愛と呼ぼうか－が深く体験されているのだ

と私は思う。その結果として彼のクライエント
に対する感情は、暖かい、ポジティヴな、愛情
の反応となるのである」と、尊敬と受容の感情
が愛情にまで深まっていくことを指摘してい
る。また、セラピストのこのような感情に対
するクライエントの受け止め方について触れ、
「クライエントは多くの場合、このケースにお
けるように、他の人のポジティヴな感情を受容
することが困難なのである。しかしひとたびそ
れが受容されると、クライエント側にほとんど
必然的に現われる反応は、気持ちが伸びやかに
なることであり、他人の暖かな愛によって、生
活に対決するさいの緊張と恐怖を軽減させるこ
となのである」としている。
　以上のように、この時期ロジャーズは、クラ
イエントはカウンセラーに受容されることに
よって、自分自身を受け入れられるようになる
ことを指摘している。また、クライエントの自
己知覚の再体制化の過程を詳しく論じ、それが
セラピストからの受容によって可能になるとし
ている。そして、この時期からロジャーズはカ
ウンセラーの技術・応答のし方の重要性につい
て取り上げることは見られなくなっていく。受
容的態度についても「十分に受容しているとい
う態度を彼自身の内部にもっており」（Rogers, 
1953）と述べているように、クライエントに対
して呈示される態度というよりも、セラピスト
の内面の在り方として説明されている。さら
に、受容をクライエントに対する深い好意や愛
情にまで深まっていくものとしている。

Ⅳ．無条件の肯定的配慮
　ロジャーズは1956年の論文（Rogers, 1956a）
で、建設的なセラピィの過程が始動されるため
に重要となる要素として、セラピストが１．純
粋であること、２．クライエントに対して受容
と好感を感ずること、３．共感的に理解しよう
としていることを上げている。そして、受容
については、次のように詳しく説明している。
「受容というのは無条件の自己価値をもった人
間として－彼の状況、彼の行動、彼の感情がど
のようなものであろうと、価値をもっている人
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間として－クライエントに暖かな配慮をもって
いる、ということである。それは、どのような
かたちにおいても彼を評価するというところか
らはまったく離れて、彼を大事にするというこ
とである。それは、彼をひとりの分離した人間
として尊重することであり、彼が彼自身の感情
を自分の好きなようにもつように、喜んで許す
ことである。それは、彼の態度がいかに絶望的
なものであっても、あるいはいかに自信過剰で
あっても、またいかに強くとも、いかに弱くと
も、あるいは過去にもっていた他の態度といか
にひどく矛盾するものであっても、彼のその瞬
間の態度を受容するということである。他の人
間の浮動してやまないすべての局面をこのよう
に受容するということは、彼にとってはそれ
が、暖かな安全な関係になるということであ
る。そして、ひとりの人間として好かれ、大事
にされているという安全感は、援助関係におい
て、きわめて重要な要素であると思われるので
ある」。また、この論文では、無条件の肯定的
配慮という概念が用いられるようになってお
り、次のように述べている。「最小限のかたち
では、クライエントは最初から、セラピストの
彼に対する無条件の肯定的配慮を知覚している
かもしれない。表現される彼自身のすべての面
－矛盾、弱点、長所、異常な感情、やさしい感
情、背徳的な感情、反社会的な感情、恐怖と失
望－がいっさい、等しく肯定的な配慮で応じら
れ、これらすべての要素が彼の一部であるがゆ
えに、彼が無条件に大事にされていることを発
見するたびに、上に述べた知覚はたえず強めら
れていく。そのときクライエントは、愛されて
いるという経験をだんだんと取り入れていく－
その愛は、非所有的な、非要求的な、暖かであ
るけれども、過度に心配しない、というような
愛である」。
　ロジャーズは1956年の別の論文（Rogers, 1956b）
では、先の論文と同じセラピストの３つの態
度を上げた上で、「私が今述べたような態度を
もちつづけ、またそのクライエントがある程
度、このような態度を経験することができる場
合には、必ず、変化し、建設的な人格的発達が

起こってくる。－私はこの “必ず”、という言葉
を、長い間いろいろ考えた末にはじめて使用す
るのである」と述べている。
　このような考察を発展させて、ロジャーズは
1957年に著名な論文『セラピーによるパーソナ
リティ変化の必要にして十分な条件』（Rogers, 
1957）を発表する。ここでは、建設的なパーソ
ナリティ変化を始動するために必要十分な６つ
の条件を提示している。そのうち３つの条件が
セラピストの態度条件であり、第３の条件がセ
ラピストの自己一致・純粋性、第４の条件がク
ライエントに対する無条件の肯定的配慮、第５
の条件が共感的理解である。このうち第４の条
件は、「セラピストは、クライエントに対して
無条件の肯定的配慮を経験していること」と述
べられている。これらに続く第６の条件には、
「セラピストの共感的理解と無条件の肯定的配
慮が、最低限クライエントに伝わっているこ
と」が上げられており、「これらの態度的な条
件がある程度伝わっていなければ、クライエン
トに関する限りこれらの条件はその関係のなか
に存在していないのであり、私たちの仮説によ
れば、セラピーの過程は始まっていないのであ
る」としている。
　無条件の肯定的配慮についてはさらに詳しく
次のように説明されている。「セラピストがク
ライエントの経験しているあらゆる局面を、そ
のクライエントの一部として温かく受容してい
るという経験をしているならば、その受容して
いる度合いだけ彼は、無条件の肯定的配慮を経
験しているのである」、「その意味は、受容につ
いてなんの条件

4 4 4 4 4

もついていないということであ
る。『もし

4 4

あなたがこれこれでありさえすれば
4 4 4

、
あなたが好きです』という感じをもっていない
ということである」、「それは、『あなたがこん
なときにはよいが、こんなときには悪い』とい
うように、選択的に評価する態度とは正反対の
ものである」、「それはクライエントが好きであ
るという意味であるけれども、所有的なもので
はないし、また単にセラピスト自身の欲求を満
足させるためのものでもないのである。それは
クライエントを自分とは別個の

4 4 4

ひとりの人間と
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して、自分自身の感情、自分自身の経験をもつ
ことをゆるされている人間として、好きであ
るということである」。そして、無条件の肯定
的配慮という概念は、「スタンダル（Standal, S.）
によって開発された」と述べている。また、無
条件の肯定的配慮という用語を理解する上で注
意すべき点として、次のように指摘している。
「『無条件の肯定的配慮』という用語は不幸な言
葉である。というのは、それは絶対的な、ある
か・ないかという性質の概念であるかのように
聞こえるからである。完全に無条件である肯定
的配慮というものが理論的にしか存在し得ない
ものであることが、その説明からはっきりわか
るであろう。臨床的・経験的な観点から最も正
確な述べ方をするならば、効果的なセラピスト
は、クライエントとの接触の多くの瞬間におい
て、無条件の肯定的配慮を経験するけれども、
ときどきは条件づきの肯定的配慮しか経験する
ことができない－そしておそらくときには、効
果的なセラピーでは起こりそうもないような否
定的な配慮を経験するかもしれない－というこ
とになるであろう。こうした意味において、い
かなる関係においても、無条件の肯定的配慮は
程度の問題として存在するものなのである」。
　ロジャーズは1958年の論文（Rogers, 1958）で
は、心理療法における変化の過程について論じ
ている。ここでは、「個人が定着性から流動性
へ、この連続線の固定の方の極に近い点から
“動いている”方の極により近い点に変化する過
程の継続的な段階」として、クライエントの表
現の性質から７つの段階を設定している。そし
て、それぞれの段階において、クライエントが
十分に受け入れられていると感じられることに
よって、変化が進展していくとしている。
　1959年の論文（Rogers, 1959a）では、クライ
エント中心療法に関する概念が明確化されてお
り、そこでは、肯定的な配慮は次のように説明
されている。「もし、私が他人の自己経験を知
覚することが、私の経験にポジティヴな変化を
生ずるならば、私はその人に肯定的な配慮を経
験しているといえる。一般に、肯定的な配慮
は、暖かさ、好きになること、尊敬、同情、受

容などの態度を含むものとして定義される」。
また、無条件の肯定的配慮は次のように定義さ
れている。「もし、私がある人の自己経験をそ
れ以外の自己経験と比べて、肯定的な配慮を持
つに値するとか、しないとかいうように、比較
することができないような仕方で知覚している
ならば、その時私は、その人に対して、無条件
の肯定的な配慮を経験しつつあるといえる」。
そして、「一般的にいって、受容と尊重するこ
ととは、いずれも無条件の肯定的な配慮と同義
語である」とも述べている。無条件の肯定的配
慮と共感的理解との関連についても触れ、「無
条件の肯定的な配慮を十分に伝達するために
は、感情移入的理解が常に必要である。もし私
があなたのことをほとんど知らないか、まった
く知らないで、あなたに対して無条件の肯定的
な配慮を経験するとしたならば、それはあまり
意味がないであろう。というのは、私があなた
をもっとよく知るようになれば、それほど尊敬
できないような面があらわれるかもしれないか
らである。しかし私があなたを十分に知り、あ
なたのいろいろな感情と行動を知り、かつ感情
移入的に理解していて、なお無条件の肯定的な
配慮を経験するならば、これはおおいに意味が
あることである。それは十分に知られ、十分に
受容されているということに近いものである」
としている。
　ロジャーズは1959年の別の論文（Rogers, 
1959b）で、「他の人やその感情をほんとうに受
容するということは、決して容易に成しとげら
れるものではない」と述べている。そして、「私
が他の人を理解し、他の人を受容することがで
きるのは、私が私自身であることができるとき
だけであり、私が私自身を受容することができ
るときだけなのです。時には、私がどうしても
そうすることができないような関係があるので
すが、そのとき私は、このような関係のなかで
生き方が皮相的であると感ずるのです。このよ
うな人との私の接触は、とくに援助的ではなく
なります」としている。他者を受容する上で、
自分がありのままの自分を受容していることが
必要であることを指摘している。また、1960年
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の論文（Rogers, 1960）の中で、ロジャーズはク
ライエント中心療法における理論的発展につい
て論じている。そこでは、「セラピィを反応の
しかたとか技術として記述することから完全に
離別することであり、“必要にして” しかも “十
分な “、セラピィのすべての条件が、ある関係
のなかに起こる態度的変数であるということを
主張するものなのである」としており、セラピ
ストの応答のし方や技術からの離別がはっきり
と述べられている。
　ロジャーズは1961年に、著書『ロジャーズが
語る自己実現の道』（Rogers, 1961）を出版する。
その中で、ロジャーズはクライエントを尊重し
受容することの困難さについて次のように述べ
ている。「私は目の前にいるこの他者に対して、
温かさ、配慮、好意、関心、尊重といったポジ
ティブな態度を経験することができるだろう
か？これは簡単なことではない。こうしたポジ
ティブな感情を持つことへの、ある種の恐れを
私自身の中にも見出すことがあるし、また人々
の中にそうした恐れがあるように見えることも
よくある。私たちは、他者への肯定的な感情が
自分の中で自由に経験できるようになると、そ
うした感情のとりこになってしまうのではない
かと恐れている。こうした感情は、私たちに何
かを要求するようになるかもしれないし、自分
が頼りにしてきたものを失わせることになるか
もしれないと、そういう結果が生じることを恐
れているのである。そして、その恐れに対する
反応として、私たちは自分と他者との間に距離
をとろうとする。それは、冷淡さ、『専門家的』
態度、非人格的な関係となって現れる」、「私
は、自分が他者とは違う別の人間であるという
強さを自由に感じられるときには、自分を失う
恐怖を感じなくてすむので、より深く相手を理
解し受容できるようになれることがわかってき
た」、「なぜ相手のすべての側面を受容すること
ができなかったのかを考えてみると、多くの場
合、私が相手のある種の感情に驚きや脅威を感
じていたことに気づくのである。より援助的で
あろうとするならば、こうした点で自分自身を
受容できるように成長しなければならない」。

　また、無条件の肯定的配慮についても、次の
ように説明している。「セラピストがクライア
ントの内側にある

4 4

ものに対して、温かく、肯定
的で受容的な態度を体験しているとき、そのこ
とは変化を促進する、ということである。それ
は、その瞬間にクライアントの中で流れている
感情がどんなものであっても－恐れ、混乱、苦
痛、誇り、怒り、憎しみ、愛、勇気、畏怖など
であっても－セラピストがそれを純粋に受けと
めようとすることである。それは、セラピスト
が非所有的な仕方でクライアントを大切にする
ことを意味している。それは、条件つきのあり
方ではなく、一つの全体としてクライアントを
尊重することを意味している。それは、クライ
アントがある特定の行動をしたときだけ受け入
れ、違う行動をしたときには認めない、といっ
たセラピストのあり方とは異なるものである。
それは何の留保も含まず、何の評価も含まない
ような、友好的で肯定的な感情を意味してい
る」。
　ロジャーズは1962年のカウンセラーの態度に
関する論文（Rogers, 1962）で、無条件の肯定的
配慮について論じている。その中で、「それは、
あるがままのクライエントに対する一種の愛と
いえる。この場合の愛という言葉は、神学者の
いう“アガペ”と等しいもので、通俗的な、ロマ
ンティックで、所有欲をともなった意味ではな
い。私が述べている感情は、温情主義的、感傷
的なものでもない。また、表面上はあたりがよ
くて快い、というものでもない。それは、他の
人をひとりの独立した人間として尊重するので
あって、彼を支配するのではない。それは、一
種の好意である。その好意は強さをもっている
が、押しつけがましいものではない」、「内から
わきでる積極的な感情なのである」と述べてい
る。また、カウンセラーの態度に対するクライ
エントの知覚ついて取り上げ、次のように述べ
ている。「とくに、ひどく障害された人の治療
にあたっているうちに、共感はかかわり合いの
欠如として、私の側の無条件の配慮は無関心と
して、暖かさは脅威的な接近として、知覚され
る可能性があるということを学んだ。私は、こ
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の特殊な人間に対しても、私が彼との関係で経
験していることが、彼によって明確に知覚され
るように、はっきりとわかるような仕方で振
舞ったり、伝えたりしたいものである。私がす
でに提起した他の条件と同じように、この原理
も、理解することはやさしいが、その達成はむ
ずかしく、また複雑である」。このように、ク
ライエントへの伝達、あるいは、クライエント
の知覚に困難がある場合があることを指摘して
いる。
　ロジャーズは1966年の論文（Rogers, 1966）に
おいても、無条件の肯定的配慮について取り上
げている。その説明の中で、「セラピストがそ
のクライエントに、人間的可能性をもったひと
りの人間として、彼に深い、純粋な心配りを伝
えるということ、彼の思考、感情あるいは行動
に対する評価で汚されていない心配りを伝え
る、ということである」、「それは、ひとりの独
立の人間としてのクライエントに対する非所有
的な心配りなのである。そこからクライエント
は、彼自身の

4 4 4

感情と彼自身の
4 4 4

体験過程をもつこ
とを自由に許されているのである」と述べてい
る。また、治療の動機づけのない、慢性の統
合失調症の人達との心理療法の経験から、次
のように述べている。「きわめて暫定的に私は
こういっておきたい。現段階においては、きわ
めて未成熟な、あるいはきわめて退行的な人と
の接触においては、無条件の肯定的配慮よりも
条件づきの配慮の方が、関係を始めるのに、し
たがってセラピィが軌道にのるために、より効
果的なものであると思われる、と。ある未成熟
な、あるいは退行的なクライエントにとって
は、無条件の配慮よりも条件づきの配慮の方が
より大きな受容を構成するものと知覚される、
ということは明らかであると思われる」。ただ
し、その一方で、「しかし、十分な成熟に到達
するためには、やはりセラピストの無条件の肯
定的配慮が最も効果のある要素であると、私は
なお信じている」とも述べており、重度の障害
をもつクライエントと関わる中で、困難や葛藤
を経験していたことが感じられる。
　ロジャーズらは1967年に統合失調症の心理療

法の研究に関する著書を出版する。その中で、
ジェンドリンとロジャーズ（Gendlin & Rogers, 
1967）はセラピストの３つの態度条件について
取り上げ、次のように述べている。「この諸条
件は、表面的な諸行動よりもむしろ、基底に横
たわっている諸態度に関係するのである。たぶ
ん、“態度” という言葉よりもむしろ、われわれ
は、なにか“姿勢”というような用語を、用いる
べきなのである。われわれは、セラピストのひ
とつの行為、もしくは文、の中に表明されう
る、あるひとつのなにか一時的なものについて
ではなくて、セラピストが行うさまざまな行動
すべてに絶えずにじみだしてゆく、あるひとつ
の続いてゆく“姿勢”について、語っているので
ある。その姿勢とは、何を

4 4

するかではなく、ど
4

のように
4 4 4 4

それをするかである、ということを、
明示されているこの諸条件は強調するのであ
る。決定的なのは、言語的な意味ではなくて、
個人的な意味なのである」、「これらの諸態度
は、セラピストによって容易に獲得されるもの
ではないのであるが、それらの学習は、ひとつ
の知的な事がらであるよりもむしろ、ひとつの
体験的な事がらなのである。このことは、重要
ないろいろの意味を含んでいるのである」。
　この本の中で、ロジャーズとトラックス
（Rogers & Truax, 1967）は無条件の肯定的配慮に
ついて論じている。その中で、無条件の肯定的
配慮を経験することで、「クライエントは、こ
のようにして、自分自身の

4 4 4

いろいろの感情、自
分自身の

4 4 4

体験過程をもつことを、自由に許され
るのである」と述べている。さらに、「自分の
クライエントの利己的な、もしくは非社会的な
行動に対するセラピストの態度はどうなのか？
彼は、これを評価なしに受け容れることになる
のか？」という問いを取り上げ、次のように述
べている。「確かにセラピストは、ひとつの特
定の行動が社会的に受け容れられない、もしく
は社会的にいけない、彼が自分自身の中では賛
成することができないであろうようなものであ
る、そして、社会的なグループの福祉のために
有害な行動のしかたである、ということを感ず
るかもしれないのである。しかし、効果的なセ
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ラピストはたぶん、望ましい行動としてではな
くて、このクライエントの状況、諸経験、およ
び諸感情の、当然の結果

4 4 4 4 4

として、彼のクライエ
ントのこの行動についての受容を感ずるであろ
う。そこでセラピストの受容はたぶん、次のよ
うな感情にもとづいているのであろう：“もし
もわたくしが、同じ背景、同じ状況、同じ諸経
験をもっていたならば、わたくしがこのような
やり方で行為するであろうことは、このクライ
エントの場合にそうであるのと同じように、わ
たくしの場合にも避けられないであろう”」。こ
のように、望ましいものとして行動を受け入れ
るのではなく、クライエントの背景や諸経験を
考えると、“当然の”、“避けられない” 結果とし
て行動を受け入れるとしている。そして、「こ
のようにセラピストが、自分のクライエントを
とうとび、自分のクライエントのいろいろの思
いもしくは行動の、そのクライエントの中での
意味もしくは価値をわかろうとしているとき
に、彼は、賛同もしくは不賛同という反応を感
じない傾向があるのである。彼は、現にある

4 4

も
のの受容を感ずるのである」と述べている。
　また、ロジャーズとトラックスはセラピスト
の３つの態度の関連について論じている。共感
的理解と無条件の肯定的配慮については、「セ
ラピストが、ある高いレベルの正確な共感を達
成するということは、重要である。しかしなが
ら、別の人の、瞬間、瞬間の“あり方”に深く敏
感であるということは、われわれが、第一にこ
の他人を受け容れ、そしてある程度までとうと
ぶ、ということを、セラピストとしてのわれわ
れに要求するのである。したがって、ある満足
のゆくレベルの共感は、かなりの程度の無条件
の肯定的な配慮もまた、あるのでなければ、ほ
とんど存在しえないのである」としている。ま
た、共感的理解と純粋性及び無条件の肯定的配
慮との関連については、「サイコセラピィの、
瞬間、瞬間の出会いを通じて、諸経験と諸感
情、およびそのクライエントにとってのそれら

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

の意味
4 4 4

を、正確かつ敏感に理解するセラピスト
の能力は、彼が、彼の自己－一致もしくは純粋
さと、彼の無条件の肯定的な配慮とによって、

その関係のための背景的な基盤をまず供給して
しまったあとでの、そのセラピストの“仕事”と
して、おそらく記述されうるところのものを、
構成するのである」としている。そして、３つ
の態度条件全体としては、「これらの諸条件の
いずれも、それがほんとうのものでなければ、
その関係において意味のあるものとはとてもな
りえないのである。したがってそのセラピスト
が、これらの点、およびほかの点において、セ
ラピィ的な出会いの中で統合されており、かつ
純粋であるのでなければ、ほかの諸条件は、満
足のゆくような程度まで存在することがほとん
どできないであろう。したがって、純粋さ、も
しくは一致という、この要素が、三つの諸条件
のうちでいちばん基本的であると思われるであ
ろう」と述べている。このように、まず純粋性
が前提条件として必要であり、続いて無条件の
肯定的配慮が重要となり、この両者を基盤とし
て、共感的理解に取り組まれていくことになる
と考えている。さらに、３つの態度条件に対す
るクライエントの知覚についても触れ、「正常
な、もしくはやや混乱している人びととの普通
の関係において、もしもそれらの諸条件が実際
に提供されるならば、このような知覚が存在す
る、ということは、もちろんのことと思われう
るのである。ほとんどの人びとは、これらの諸
条件が存在するときに、それらを最小限度に覚
知するべく、彼らの環境についての十分に現実
的な知覚をもっているのである。深く混乱して
いる精神病の人びとを扱う場合には、この仮定
は、もちろんのこととすることができない」と
述べている。
　以上のように、この時期からロジャーズは
受容という用語とともに無条件の肯定的配慮
という用語を重要な概念として用いるように
なる。そして、建設的なパーソナリティ変化の
必要十分な条件を提示し、その中でも、セラピ
スト側の３つの態度条件を重視している。その
うちの１つが無条件の肯定的配慮である。この
ことは、セラピストの反応のし方や技術を重視
する見解から離別することでもある。また、ロ
ジャーズはクライエントの体験のし方や体験過
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程に注目するようになり、セラピストから受容
されることによって、クライエントは自分自身
の感情や体験過程を自由にもつことができるよ
うになり、また体験のし方が固定性から流動性
へと向かう変化が促進されるとしている。この
時期、ロジャーズは統合失調症の心理療法と
その研究に熱心に取り組んでいる。その経験
から、セラピストの３つの態度条件が存在して
も、重度の精神障害の人ではそれを知覚するこ
とが困難な場合があることを指摘している。

Ⅴ．グループへの適用
　ロジャーズは1970年に著書『エンカウンター・
グループ』（Rogers, 1970）を出版する。その中
で、「私は、参加者がそのグループに積極的に
参加していてもそうでなくても、彼自身を受け
容れる」、「沈黙あるいはまったく発言をしない
人の場合、それが苦痛や抵抗を表わしている
のではないと確信できるならば、私はそれを受
け容れることができる」と述べている。また、
グループ全体の受容についても触れ、「私はグ
ループとグループ内の個人に対して大きな忍耐
度をもっている。最近何年か繰り返し学んでき
たことは、グループをそのまま

4 4 4 4

に受け容れるこ
とが究極において非常に報いが大きいというこ
とである」としている。このように、エンカウ
ンター・グループにおいては、個々のメンバー
の受容だけでなく、グループそのものを受容す
ることが重要であることを指摘している。
　ロジャーズは1977年に著書『人間の潜在力』
（Rogers, 1977）を出版する。その中で、無条件
の肯定的配慮について取り上げ、「もちろん、
このような無条件的配慮をいつも感じ続けるこ
とは不可能である。誠実な治療者は、しばしば
クライエントに対してそれと非常に異なった感
情、例えば否定的感情を持つ時もあろう。それ
ゆえ、治療者はクライエントに対して無条件の
肯定的配慮を持つべきである

4 4 4 4 4 4 4

というように『当
為』と見なしてはならない。それは、もしこの
態度的要素がその関係の中に適度な頻度で存在
しなかったならば、建設的なクライエントの
変化は起こりにくいだろうという、単なる事

実を言っているのである」と述べている。そし
て、セラピストの３つの態度条件を比較して、
「治療者たちは極めて敏速に、よりすぐれた敏
感な聞き手になり、感情移入的になることを学
習することが可能である。それは、態度である
とともに、部分的には技術でもある。しかし、
よりありのままになり、より好意的になるため
には、治療者は体験的に変化しなければならな
いし、これは長い期間と、もっと複雑なプロセ
スを要する」としている。また、ロジャーズは
パーソン・センタード・アプローチの立ってい
る前提について説明する中で、次のように述べ
ている。「他者の成長を促進する人間は、次の
ような時、これら諸能力の解放を助けることが
できる。それは真実な人間として他人にかかわ
り、自分自身の感情を所有し、それを表明でき
る時であり、他者に対する非所有の好意と愛を
経験する時であり、他者の内的世界を受容的に
理解する時である。このアプローチが、個人ま
たはグループに適用される時は、なされる選
択、追求される方向、とられる行為は、個人的
には建設的な方向が増大し、社会的には他者と
より現実的な調和を保つ方向に向かうというこ
とが、時代を越えて見出される」。このように、
３つの態度条件は個人だけでなく様々なグルー
プにも適用されるものであることを指摘してい
る。
　ロジャーズは1980年に著書『人間尊重の心理
学』（Rogers, 1980）を出版する。その中で、共
感的理解と受容との関連について触れ、次のよ
うに述べている。「共感的理解から生じる第二
の結果は、受け手が価値、思いやり、存在を受
けとめられた感じを持つ事です」、「他者の認知
する世界を正確に感じとることは、あなたがそ
の個人の価値を認め、彼の世界を認めるのでな
ければ、即ちその個人を大切に思うのでなけれ
ば不可能であります」、「共感の最高の表現は受
容と批評しない事です。もしもあなたが相手を
批判的に見ているなら、彼の内的世界を正確に
知覚することは不可能だからであります」。こ
のように、相手の内的世界を正確に感じとろう
とすることには、相手を大切に思い、相手の世
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界を尊重しようとする態度が伴っているとし
ている。また、ロジャーズは1986年にD.ラッ
セルとのインタビューに応じている（Rogers & 
Russell, 2002）。インタビューの中で、無条件の
肯定的配慮についても触れ、「無条件の肯定的
関心も誤解されています。クライエントを大切
に思い、クライエントを認めるというのは、ク
ライエントの行為を何でも認めることではあり
ません。クライエントの核となるものを、真に
大切にすることを意味します」と語っている。
　この時期、ロジャーズは、エンカウンター・
グループや異文化間の緊張の解決などに取り組
んでいる。その中で、個人に対する受容だけで
なく、グループを受容することが大きな意味を
持つことを指摘している。また、セラピストの
３つの態度条件は、個人に対してだけでなく、
様々なグループにも適用され、建設的な変化を
促進するとしている。

Ⅵ．まとめ
　ここまで、ロジャーズが受容及び無条件の肯
定的配慮をどのようにとらえ、また、そのとら
え方がどのように変化してきたかについて整理
してきた。それをもとに、受容及び無条件の肯
定的配慮について、その意味するもの、もたら
すもの、実現と学習、純粋性や共感的理解との
関連の４つの点から整理し、考察を行う。

１．受容、無条件の肯定的配慮とは
　ロジャーズは受容について、「受容というの
は無条件の自己価値をもった人間として－彼の
状況、彼の行動、彼の感情がどのようなもので
あろうと、価値をもっている人間として－クラ
イエントに暖かな配慮をもっている、というこ
とである。それは、どのようなかたちにおいて
も彼を評価するというところからはまったく離
れて、彼を大事にするということである。それ
は、彼をひとりの分離した人間として尊重する
ことであり、彼が彼自身の感情を自分の好きな
ようにもつように、喜んで許すことである。そ
れは、彼の態度がいかに絶望的なものであって
も、あるいはいかに自信過剰であっても、また

いかに強くとも、いかに弱くとも、あるいは過
去にもっていた他の態度といかにひどく矛盾す
るものであっても、彼のその瞬間の態度を受容
するということである。他の人間の浮動してや
まないすべての局面をこのように受容するとい
うことは、彼にとってはそれが、暖かな安全な
関係になるということである。そして、ひとり
の人間として好かれ、大事にされているとい
う安全感は、援助関係において、きわめて重
要な要素であると思われるのである」（Rogers, 
1956a）と説明している。また、無条件の肯定
的配慮については、「その瞬間にクライアント
の中で流れている感情がどんなものであって
も－恐れ、混乱、苦痛、誇り、怒り、憎しみ、
愛、勇気、畏怖などであっても－セラピストが
それを純粋に受けとめようとすることである。
それは、セラピストが非所有的な仕方でクライ
アントを大切にすることを意味している。それ
は、条件つきのあり方ではなく、一つの全体と
してクライアントを尊重することを意味してい
る。それは、クライアントがある特定の行動を
したときだけ受け入れ、違う行動をしたときに
は認めない、といったセラピストのあり方とは
異なるものである。それは何の留保も含まず、
何の評価も含まないような、友好的で肯定的な
感情を意味している」（Rogers, 1961）と説明し
ている。そして、受容と無条件の肯定的配慮は
一般的には同義であると述べている。受容及び
無条件の肯定的配慮には、次のような性質、特
徴がある。
（１）内面に存在する姿勢・状態
　ロジャーズは初期にはセラピストの技術・応
答のし方も重視しており、“単純な受容” という
技術も重んじている。しかし、その後ロジャー
ズは、セラピストの技術・応答のし方を重視す
る見解からは離別していく。そして、セラピス
トの３つの態度条件を重視するようになる。こ
れらの態度は、クライエントに呈示される行動
や態度というよりも、セラピストの内面に存在
する姿勢や状態である。受容及び無条件の肯定
的配慮は、尊重すること、暖かな配慮と好意を
寄せることであり、それはまた内から湧き出る
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肯定的な感情であり、愛（非所有的な、非要求
的な、暖かであるけれども過度に心配しないと
いうような愛）とも呼べるものである。
（２）無条件であること
　クライエントの状態、行動、態度、感情がど
のようなものであろうと、ありのままのクライ
エントが受容される。また、クライエントが
知っている通りの、見えているままの自己も、
以前は否認されていて新しく発見された自己
も、ともに同じ暖かさと尊重をもって受け入れ
られる。このように、表現されるクライエント
自身のすべての面が等しく肯定的な配慮で応じ
られる。さらに、クライエントの自己自身及び
自分の当面する場面を処理する能力、現在の状
態の中に内在している可能性なども含め、可能
性をもった人間として肯定的な配慮が寄せられ
る。
（３）評価から全く離れている
　受容及び無条件の肯定的配慮は、評価すると
いうところから全く離れており、選択的に評価
する態度とは正反対のものである。それは、何
の留保や評価を含まず、クライエントの思考、
感情、行動に対して評価で汚されていない配慮
を寄せるということである。従って、受容とは
是認や否認を含むものではなく、賛同や賞賛に
よって受け入れられるのでもない。ロジャーズ
とトラックスは、「セラピストが、自分のクラ
イエントをとうとび、自分のクライエントのい
ろいろの思いもしくは行動の、そのクライエン
トの中での意味もしくは価値をわかろうとして
いるときに、彼は、賛同もしくは不賛同という
反応を感じない傾向があるのである。彼は、現
にある

4 4

ものの受容を感ずるのである」（Rogers 
& Truax, 1967）と指摘している。

（４）“持つべきである”と見なしてはならない
　効果的なセラピストは、クライエントとの関
わりにおいて、無条件の肯定的配慮を多くの瞬
間に経験するであろう。しかし、無条件の肯定
的配慮をいつも感じ続けることは不可能であ
り、いかなる関係においても、無条件の肯定的
配慮は程度の問題として存在するものなのであ
るとロジャーズは述べている。そして、セラピ

ストはクライエントに対して無条件の肯定的配
慮を持つべきであるというように“当為”と見な
してはならないと指摘している。

２．受容、無条件の肯定的配慮のもたらすもの
　ロジャーズは受容及び無条件の肯定的配慮は
クライエントに次のようなことをもたらすと考
えている。
　①ひとりの人間として好意と尊重を寄せられ

ているという安全感をもたらす。この安全
感は、援助的関係において極めて重要な要
素である。

　②自分の感情や態度を自由に表現してもよい
と認識するようになる。

　③心理的防衛をする必要がなくなり、それを
捨てることができ、情緒的な緊張から解放
される。

　④自分自身の感情と自分自身の体験過程をも
つことを自由に許されていることになる。

　⑤自己概念の固く防衛的な構造を緩めること
ができる。

　⑥自分自身の様々な側面・要素をもっと十分
に、もっと深く探求することができるよう
になる。

　⑦これまで自分にも隠されてきたような自
分の感情や態度、自己の諸要素に気づき、
はっきりと認識し、それを十分に経験する
ことができるようになる。

　⑧新たに気づかれた自分の感情や態度、自己
の諸要素は、自分自身の一部として自己概
念の中に包含され、受け入れられるように
なる。

　⑨上のようにして、自己知覚の再体制化が進
み、「かれは、彼が有機体的にそうである
人間と、自分自身がそうであると知覚する
自己との間に、さらに統一と統合を成しと
げることができる」（Rogers, 1966）。

　⑩体験のし方という点では、固定性から流動
性へと向かって変化していく。

　⑪気持ちが伸びやかになる。生活に対決する
際の緊張と恐怖を軽減させる。

　⑫セラピストの受容、無条件の肯定的配慮の
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態度を経験するにつれて、少しづつ自分自
身に対して同じような態度をとるように
なっていく。そして、クライエントが自分
自身を受容し、尊重し、好意を持ち、愛す
るようになる。

　⑬受容、無条件の肯定的配慮の態度がクライ
エントによって知覚される必要がある。最
小限にでも知覚されていなければ、効果的
であり得ない。ほとんどの人々は、これら
の態度が存在すれば、それを知覚する。し
かし、深く混乱している精神障害の人びと
では、そのように仮定することはできな
い。

３．受容、無条件の肯定的配慮の実現、学習
　ロジャーズはセラピストが受動的であった
り、自分が何をすべきかに関心がある場合や、
評価的な言葉を使って思考している場合には、
クライエントへの尊重を欠くことになるとして
いる。また、受容をめぐって、どこまでクライ
エントに選択をまかせることができ、どこまで
クライエントの選択を受け入れることができる
かが問われることになることを指摘している。
さらに、他者に対して暖かさ、配慮、好意、関
心、尊重などの肯定的な感情や態度を経験する
ことに恐れを持つ場合もあり、その恐れに対す
る反応として、他者との間に距離をとろうとし
て、冷淡さ、『専門家的』態度、非人格的な関
係となって現われることもあるとしている。そ
して、ロジャーズは、「私が他の人を理解し、
他の人を受容することができるのは、私が私自
身であることができるときだけであり、私が私
自身を受容することができるときだけなので
す」（Rogers, 1959b）、「私は、自分が他者とは
違う別の人間であるという強さを自由に感じら
れるときには、自分を失う恐怖を感じなくてす
むので、より深く相手を理解し受容できるよう
になれることがわかってきた」（Rogers, 1961）
と述べており、セラピストがありのままの自分
であり、その自分を受け入れることができてい
ること、相手とは別の存在として自分の感情や
欲求を尊重できていることの必要性を指摘して

いる。
　また、ロジャーズは、「他の人やその感情を
ほんとうに受容するということは、決して容
易に成しとげられるものではない」（Rogers, 
1959b）とも述べている。そして、受容が可能
になるためには、セラピストが個人の自己指示
と自己決定の権利に関する深い確信を、自分の
哲学の中に統合している必要があるとしてい
る。また、自分自身を受け入れられ、自分自身
の基本的な価値と意義を尊重できる人である必
要があるとしている。
　受容及び無条件の肯定的配慮の学習に関して
は、ロジャーズはセラピストの３つの態度の学
習は、知的な事がらであるよりも、体験的な事
がらであるとしている。そして、「よりありの
ままになり、より好意的になるためには、治療
者は体験的に変化しなければならないし、これ
は長い期間と、もっと複雑なプロセスを要す
る」（Rogers, 1977）と述べている。

４．無条件の肯定的配慮と純粋性、共感的理解
との関連

　ロジャーズは1959年には、「無条件の肯定的
な配慮を十分に伝達するためには、感情移入的
理解が常に必要である。もし私があなたのこ
とをほとんど知らないか、まったく知らない
で、あなたに対して無条件の肯定的な配慮を経
験するとしたならば、それはあまり意味がない
であろう。というのは、私があなたをもっとよ
く知るようになれば、それほど尊敬できないよ
うな面があらわれるかもしれないからである」
（Rogers, 1959a）と述べている。しかし、その後
には、「セラピストが、ある高いレベルの正確
な共感を達成するということは、重要である。
しかしながら、別の人の、瞬間、瞬間の “あり
方” に深く敏感であるということは、われわれ
が、第一にこの他人を受け容れ、そしてある程
度までとうとぶ、ということを、セラピストと
してのわらわれに要求するのである。したがっ
て、ある満足のゆくレベルの共感は、かなりの
程度の無条件の肯定的な配慮もまた、あるの
でなければ、ほとんど存在しえないのである」
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（Rogers & Truax, 1967）、「共感の最高の表現は
受容と批評しない事です。もしもあなたが相手
を批判的に見ているなら、彼の内的世界を正
確に知覚することは不可能だからであります」
（Rogers, 1980）と述べている。確かに、相手の
内的世界を正確に感じとろうとすることには、
相手を大切に思い、相手の世界を尊重しようと
する態度が伴っていると考えられる。
　純粋性については、「これらの諸条件のいず
れも、それがほんとうのものでなければ、その
関係において意味のあるものとはとてもなりえ
ないのである。したがってそのセラピストが、
これらの点、およびほかの点において、セラ
ピィ的な出会いの中で統合されており、かつ純
粋であるのでなければ、ほかの諸条件は、満足
のゆくような程度まで存在することがほとんど
できないであろう。したがって、純粋さ、もし
くは一致という、この要素が、三つの諸条件の
うちでいちばん基本的であると思われるであろ
う」（Rogers	＆ Truax, 1967）と述べている。真
実でなければ意味を持たないということから、
純粋性が最も基本的なものであり、前提である
と考えている。そして、純粋性と無条件の肯定
的配慮とが背景的な基盤を供給した後に、共感
的理解に取り組まれることになるとしている。
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